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論文内容の要 t::::. 
日

本論文は放射線によりイオン結晶中に生成された格子欠陥または電子、正孔と不純物との相互作用

を実験的に研究し、格子欠陥生成の増感、機構わよびルミネッセンス活性化機構を明らかにしたもので、

8 章よりなっている。

第 1 章では、イオン結晶における放射線照射効果について紹介し、格子欠陥生成機構の研究に占め

る本論文の位置を明らかにしている。

第 2 章では、試料の純化と帯融法による結晶成長について述べている。結晶成長に際し、不純物の

偏析係数を系統的に求め、理論的に計算した値とよく一致することを示している。

第 3 章では、二価不純物を含む結晶における初期着色の増感機構について調べている。照射による

イオン伝導の減少と F中心の生成との関係から、 F中心の源は、二価不純物添加に伴って導入される

正イオン空格子である手とを明らかにしている。

第 4 章は二価不純物と格子欠陥との相互作用に関するもので、 F中心およびV中心の生成を広い温

度範囲にわたり調べ、 Crawford， Hayes らの提案しているモデルについて検討している。

第 5 章では、低温照射により生じた格子間ハロゲンイオンと二価マンガン不純物との複合体に関連

した常磁性共鳴吸収を見出し、低温における F着色増感機構について著者の見解を述べている。

第 6 章は、不純物による電子または正孔の捕獲に関するものである。 Mn2 +イオンを含む結晶にお

いて、常磁性共鳴吸収と光吸収とを測定することにより、 Mn:+中心と Mno中心の存在を新たに見出し

ている。

第 7 章は、工学的応用として、硫酸カルシウムを用いた高感度熱発光線量計の開発研究に関するも

ので、 Mn2 十イオンを含む場合の熱発光と常磁性共鳴吸収との関連、活性剤の分布状態について知見

を得ている。
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第 8 章は結論であって、各章で得た結果をまとめている。

論文の審査結果の要旨

本論文は、放射線によりイオン結晶中に生成された種々の欠陥と不純物との相互作用を解明するた

めに行なった実験的研究である。

著者は、特に二価の不純物(主として Mn， Ca) を含むハロゲン化アルカリ結晶を用い、初期着色

の増感機構、不純物イオンと格子間ハロゲンイオンとの複合体について、常磁性共鳴吸収、光吸収お

よび電導度を広い温度範囲にわたって測定し、多くの新知見を得ている。またこれらの基礎的研究の結

果を硫酸カルシウムを用いた高感度熱発光線量計に応用し、貴重な資料を得ている。

これらの結果は、放射線工学の進歩に貢献するところが大きく、本論文は博士論文として価値ある

ものと言志める。
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